

























































大坂市中には閏 3 月 7 日、おかげ参りを抑
制し、異説の流布を禁ずる触書が出されたが、
三河における文政おかげ参りの類型化











































官石原が閏 3 月 18 日に江戸の勘定奉行に通
報した事に注目したい。曾我は文政 6 年 11
月 8 日に京都町奉行から公事方勘定奉行に転
じ、同 11 年 8 月 29 日から道中奉行を兼帯し
た（12）。したがって、文政 13 年閏 3 月 23 日付




























官［閏 3 月 18 日］→［江戸・勘定奉行兼道
























































文政 13 年閏 3 月 21 日に降札があった尾張
国名古屋城下では、同月 23・27・28 日と連
続し、同月 29 日までに合計 520 か所余での




































こ の お は り
尾張にハ其












































































































































































































るようになったので、6 月 13 〜晦日に日除
け小屋をこしらえて、暑気払いの五苓散を接
待した。この間の 6 月 28 日、はじめて降札
が宿内 2 か所にあり、7・8 月と続いた。降
札があった場所では祭壇を設け、神燈・神酒・
鏡餅を奉納したり、神楽を執行した。7 月朔
日〜 8 月 7 日は五苓散と接待駕籠 2 挺で参宮



































































































記』によれば、吉田藩は前述の文政 13 年 4


























































































































ところ、7 月 25 日朝にはじめて降札があり、



























































































酒 18 樽を消費した。近隣では村々に 1 枚ず
つの降札があったが、牟呂村では 7 枚になり、
小浜村と忠興村では 1 枚もなかった。その






























7 月 21 日に降札があったことから「三日
正月」を開催し、粥の施行や「さわぎこと」


























































































発生直後の文政 13 年 4 月、群参が大規模化



























政 13 年を事例として―」『地方史研究』第 224
号（地方史研究協議会、 1990 年）所収がある。






（10） 『大阪編年史』第 17 巻（大阪市立中央図書館市
史編集室、昭和 49 年）9 〜 11 頁。
（11） 『随筆百花苑』第 11 巻（中央公論社、昭和 58 年）
147 〜 148 頁。引用にあたり返り点は省略した。
（12） 『大日本近世史料 柳営補任 2』（東京大学出版
会、平成 9 年）48 頁。
（13）「東海道草津宿史料」（一）」『大阪経大論集』第
43 号（大阪経済大学、昭和 39 年）59 〜 60 頁。
付属する草津宿からの請印帳部分は省略した。
（14）『新居町史』第 8 巻（新居町、昭和 61 年）806
〜 807 頁、羽田野敬雄「萬歳書留控」羽田野敬
雄研究会編『三河国幕末神主記録』（清文堂出版、
平成 6 年）103 〜 104 頁。
（15） 前掲註（9）神宮司庁編輯『神宮参拝記大成』







藤一、昭和 42 年）1964 号。註に、「四月九日
付尾張藩鵜多須陣屋発」とあるので、発令日を
4 月 9 日とした。









（22） 「信祝座右記抄」『豊橋市史』第 6 巻（豊橋市、




立市教育委員会、平成 5 年）284 〜 286 頁。
（25） 前掲註（3）藤井寿一「現岡崎市域の「おかげ参り」
について」『岡崎地方史研究会研究紀要』第 13

























砥鹿神社社務所、昭和 19 年）650 頁。
（33）前掲註（2）西田躬穂「近世尾張における「お
かげまいり」」『名古屋市博物館研究紀要』第 2
巻 40 〜 42 頁において、尾張国春日井郡印場村
では 3 月 16 日にぬけ参りがはじまり、同月中
に 64 人が伊勢に向かった事例を紹介している。
「印場村参詣者の人数と日程」を示した表 6 の
日程を検討すると、「3/25-4/2」のように閏 3
月が存在していない日程の表記から、ぬけ参り
の開始時期に疑問がある。
